
種苗法は、法に基づき登録された登録品種と、それを育成した育成者権者の

権利を守り、品種の育成を促進するための法律です。

今回の改正（令和2年12月2日成立）は、いちごやぶどうなどの日本の優良品

種の種苗が海外に流出し産地化したり、さらに、その生産物が第三国へと輸出・

販売された事例を受け、海外への優良種苗の流出防止などを目的に行われま

した。主な改正点は以下のとおりです。

種苗法が改正されました ～改正内容の御紹介～

育 成者権者が輸出先国・栽培地域を指定することが可能になります（令和3年4月1日から）

登 録品種の自家増殖は許諾に基づき行うこととなります（令和4年4月1日から）

登 録品種の表示が義務化されます（令和3年4月1日から）

○農業者が行う登録品種の増殖には育成者権者の許諾が必要になります。

○これにより、許諾料が高額となり農家の経営を圧迫するのではないかとの懸念の声もありますが、

現在栽培されている品種は種苗法による規制を受けず自家増殖が自由にできる一般品種が多く、

また、農林水産省では、「農研機構や県などの公的機関は育成した品種の普及を目的としており、

営農の支障になるような高額の許諾料を徴収することは通常なく、民間種苗会社もこれらの水準を

参考にするため許諾料が高額になることは考えにくい」との見解を示しています。

○佐賀県は、県育成品種について、県内生産者の負担を軽減するため、生産者と一体となって育

成品種の振興をするよう、これまで許諾料を徴収しておらず、また、法改正後も県内生産者から許

諾料を徴収する予定はありません。

○育成品種の自家増殖の許諾の手続きについては、できるだけ生産者の

負担にならないやり方を検討しているところです。

○種苗の流通時には、「登録品種であること」の表示に加え、「輸出の制限」や「栽培地域の制限」が

ある場合の表示が義務化されます。

○種苗の生産者や流通業者の方は適正な表示を行ってください。

お問い合わせ先 佐賀県農政企画課（電話：0952-25-7257）

○新たに登録される品種については、育成者権者が、輸出先国の指定（海外持ち出し制限）と国内

の栽培地域指定（指定地域外の栽培の制限）ができるようになります。

○既存の登録品種及び出願中の品種については、令和３年９月末までに

届出することにより輸出先国の指定のみができます。

○登録品種を栽培する際には、育成者権者が付した条件に従ってください。

（農林水産省のホームページで確認できます。）

佐賀県限定



登録品種と一般品種について

○登録品種の種苗を利用する際には、種苗法はもとより、育成者権者が定めた

ルールにも従う必要があります。種苗を購入する際に利用条件をよく確認してください。

○佐賀県が育成した登録品種（下表参照）は、県内生産者のみ栽培が可能で

あり、他県の生産者へ種苗を譲渡することはできません。また、種苗を海外へ

持ち出すことも種苗法に基づき禁止しています。

○在来種や品種登録されたことのない品種、育成者権存続期間が切れた品種

などの一般品種では、種苗の利用に制限はありません。

品目 登録品種（【】内は育成者権者） 一般品種

水稲

－

【佐賀県】さがびより、たんぼの夢
天使の詩

【農研機構】さとじまん
【山形県】つや姫（特別栽培等が許諾条件）

夢しずく、ヒノヒカリ、コシヒカリ、レイホウ、山
田錦、さがの華、ヒヨクモチ、ヒデコモチ

※夢つくし、元気つくしは福岡県が育成した品種、森のくまさんなどは熊本県が育成した品種であり、県内での栽培は認
められていません。

麦・
大豆

小麦
【農研機構】ミナミノカオリ、さちかおり、

 はる風ふわり
シロガネコムギ、チクゴイズミ

大麦
【農研機構】はるか二条、煌二条
【栃木県】サチホゴールデン

－

はだか麦 【農研機構】ユメサキボシ ダイシモチ、イチバンボシ

大豆 － フクユタカ

野菜

タマネギ －

貴錦、スーパーアップ、レクスター、七

宝早生七号、アドバンス、ターザン、も

みじ

アスパラガス － ウェルカム

レンコン － 金澄８号、清秀、金澄20号

イチゴ 【佐賀県】佐賀i9号（いちごさん） さがほのか

※さがほのかは佐賀県が育成した品種ですが、2021年3月19日をもって品種登録期間が満了し、一般品種となりました。

果樹

カンキツ
【佐賀県】佐賀果試35号（にじゅうまる）

【農研機構】せとか、麗紅

上野早生、大津４号、宮川早生、青島温

州、興津早生、今村温州、ゆら早生、伊

予柑、清見、不知火、南津海

ブドウ 【農研機構】シャインマスカット 巨峰、ピオーネ

ナシ 【農研機構】あきづき、王秋、甘太 幸水、豊水、新高

※カンキツの紅まどんなと甘平は愛媛県が育成した品種で、県内での栽培は認められていません。

花き
ホオズキ 【佐賀県】佐賀H5号 佐賀H1号、佐賀H2号

輪ギク 【佐賀県】佐賀RK1号（ロゼバルーン） 神馬

茶 － － やぶきた、おくみどり、さえみどり

佐 賀県で主に栽培されている品種（令和６年３月末時点）

※ここに掲載されていない品種については、利用者御自身で確認のうえ、適正に利用してください。
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